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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 80,467 53.9 3,011 ― 3,492 402.1 2,142 756.4
22年3月期第2四半期 52,270 △43.7 125 △96.4 696 △83.1 250 △89.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 50.80 ―

22年3月期第2四半期 5.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 81,247 53,743 63.5 1,223.87
22年3月期 81,443 53,663 63.4 1,225.21

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  51,611百万円 22年3月期  51,668百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00

23年3月期 ― 9.00

23年3月期 
（予想）

― 9.00 18.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 169,000 36.9 5,400 133.7 6,000 80.4 3,800 146.0 90.11
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年７月29日に公表いたしました通期の連結業績予想は、本資料において修正しております。 
２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、四半期決
算短信（添付資料）４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．５「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  42,220,800株 22年3月期  42,220,800株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  50,534株 22年3月期  50,296株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  42,170,364株 22年3月期2Q  42,170,647株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第２四半期の概況 

 当第２四半期における世界経済は、欧州でギリシャの財政危機に端を発した緊縮財政政策により景気が減速し、

米国では雇用情勢や住宅市場の回復が遅れ個人消費が低迷する等、景気回復ペースに鈍化が見られました。一方、

アジアにおいては、中国を中心とする旺盛な内需拡大基調に支えられ、経済は概ね順調に推移いたしました。 

 日本経済は、アジア経済の回復に伴う外需の増加や、政府の経済対策による消費の下支えがあったものの、当第

２四半期（３か月）に入って経済対策が一部終了したことや円高が一層進行したことを受け、輸出の増勢が鈍化し

ており、景気が下振れする可能性も出てまいりました。 

 このような状況の下、国際航空貨物市場はアジアを中心に堅調な荷動きが続いておりますが、日本発の航空貨物

輸送につきましては急激な円高進行や海外市場における製品在庫の調整もあり、当第２四半期（３か月）に入って

輸出貨物取扱量の増加ペースが鈍化いたしました。 

 当社グループにおきましては、日本において当第２四半期（３か月）の航空貨物の取扱いが第１四半期に比し減

少し、また航空運賃の仕入原価上昇により収益性は厳しい状況が続いています。一方、海外法人につきましては取

扱いが堅調に推移いたしました。 

 この結果、当社グループの当第２四半期の連結業績は次のとおりとなりました。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

 航空輸出は、期初より中国・タイ等のアジア向け電子機器関連品や自動車関連部品を中心に堅調に推移しまし

た。当第２四半期（３か月）に入って急激な円高の進行や海外における在庫の過剰感もあり、欧州向け・米州向け

を中心に荷況に停滞感が見られましたが、前年は第１四半期までリーマンショックの影響が残っていたこともあ

り、取扱重量は前年同四半期比29.7％の増加となりました。 

 航空輸入は、中国等アジア発の電子機器関連品及び自動車関連部品、米州発の医療機器関連品等を中心に順調な

取扱いとなりました。当第２四半期（３か月）に入っても中国発の他、ドイツ・オランダ等の欧州発の荷動きに伸

びが見られ、取扱件数は前年同四半期比18.0％の増加となりました。 

 海上貨物は、精密機械や医療機器関連品、自動車関連部品等を中心に順調に推移しました。当第２四半期（３か

月）では航空運賃値上げ等の要因もあり海上輸送への需要が高まり、取扱件数は輸出が前年同四半期比26.0％の増

加、輸入が同15.1％の増加となりました。 

 仕入航空運賃の度重なる値上げにより、航空貨物輸送の収益性は依然厳しい状況にあります。 

 この結果、国内連結子会社を含めた営業収益は37,611百万円（前年同四半期比42.0％増）、セグメント利益（営

業利益）は549百万円（同105.2％増）となりました。 

  

２．米州 

 航空輸出は、対アジア通貨に対するドル安傾向も手伝い日本を含むアジア向けの自動車関連部品、半導体関連品

の出荷に加え、グループ全体で販売増強を推進している医療機器関連品の取扱いも堅調となり、当第２四半期（３

か月）の取扱いは第１四半期と同様に好調に推移しました。 

 航空輸入は、８月の長期休暇シーズンの影響により一時的に取扱いが減少した時期もありましたが、日本並びに

アジアからの携帯電話関連の電子部品やデジタル家電製品、自動車関連部品の取扱いが安定的に推移し、順調に回

復傾向を示しております。 

 海上輸出は、一部で航空輸送から海上輸送への輸送ルートの変更要請もあり、自動車関連部品や中国向けの電気

機器、日本向けの環境関連機器を取扱い堅調に推移しました。 

 海上輸入でも一部で航空輸送から海上輸送へのシフトが散見されており、自動車関連部品や車載用電気機器等の

取扱いが増加傾向にあります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  （単位：百万円未満四捨五入） 

  
当第２四半期 
連結累計期間 

前第２四半期 
連結累計期間 

前年同四半期比 

増減 増減率 

営業収益  80,467  52,270  28,197 ％ 53.9

営業利益  3,011  125  2,886 － 

経常利益  3,492  696  2,796 ％ 402.1

四半期純利益  2,142  250  1,892 ％ 756.4
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 この結果、営業収益は6,827百万円（前年同四半期比39.8％増）、セグメント利益（営業利益）は364百万円（前

年同四半期は営業損失310百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第２四半期が89.69円、前年同四半期が95.15円であります。 

  

３．欧州 

 航空輸出は、当第２四半期（３か月）もアジア向けの自動車関連部品や医療機器及び医薬品の取扱いが安定して

おり、新しく始まった乳製品の出荷も後押しして貨物取扱量は概ねリーマンショック前の水準まで回復いたしまし

た。 

 航空輸入は、アジアからの事務機器関連品やクリスマスシーズンに向けたデジタルカメラの取扱いが始まり、回

復増勢の鈍化は示しつつも薄型テレビ関連品の需要は底硬く取扱いは順調な回復を示しております。 

 海上輸出は、自動車関連部品が堅調に推移した他、機械、設備の大量出荷にも支えられ前年同四半期実績を大き

く上回る取扱いとなりました。 

 海上輸入は、中国からの自動車関連部品やアジアからの家具、電気機器の取扱いが堅調に推移いたしました。 

 この結果、営業収益は7,308百万円（前年同四半期比37.4％増）、セグメント利益（営業利益）は239百万円（前

年同四半期は営業損失464百万円）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第２四半期が114.92円、前年同四半期が127.07円であります。 

  

４．東アジア 

 航空輸出は、パソコン関連品、デジタル家電品の需要減退による欧米向け荷動きの停滞懸念がありましたが、当

第２四半期（３か月）もアジア域内向け貨物取扱量は安定しており、スポット貨物も多く取扱うことができまし

た。日本向けの薄型テレビ関連品、緊急出荷が続いている３Ｄテレビ用めがね等が堅調に推移したことに加え、ク

リスマスシーズンに向けた新製品のデジタル家電品出荷が始まりました。その他、自動車関連部品の取扱いが好調

に推移いたしました。 

 航空輸入は、夏の長期休暇シーズンで荷動きが停滞する時期にもかかわらず、日本、アジア域内発が活発化しま

した。一部で航空会社のスペース不足や航空運賃の上昇により、航空輸送から海上輸送にシフトする傾向が見えは

じめましたが、安定した実績を維持することができました。 

 海上輸出は、中国から米国向けに新規に医療機器関連品が出荷開始したこと及び台湾でも欧米向けの二輪車関連

品が堅調だったことにより、取扱いが増加しました。 

 海上輸入は復調傾向にあり、自動車関連部品等を中心に取扱いが増加しました。 

 この結果、営業収益は16,455百万円（前年同四半期比92.5％増）、セグメント利益（営業利益）は1,007百万円

（同322.7％増）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア 

 航空輸出は、８月に貨物取扱量の一時的な落ち込みはあったものの、総じて堅調に推移しました。アジア域内向

けを中心に電子機器部品の荷動きは好調で、さらに自動車関連部品の緊急出荷等により、ピークシーズンに向けて

取扱量は徐々に増加してきました。 

 航空輸入は、欧米市場のクリスマス商戦に向けた新型デジタル家電品の製品出荷が好調なことを受け、部材輸入

が頻繁に行われました。また、薄型テレビ関連品の販売が好調で、部材供給が間に合わず海上輸送から航空輸送に

移行する等、航空輸出同様、ピークシーズンを控えた取扱量の増加が伺えました。 

 海上輸出は、自動車関連部品の他、液晶テレビ用のガラス基盤の取扱いが好調でした。 

 海上輸入は、航空輸入同様、デジタル家電品や自動車関連部品、薄型テレビ関連品等の部材供給が主な取扱いと

なりました。 

 この結果、営業収益は13,845百万円（前年同四半期比79.6％増）、セグメント利益（営業利益）は856百万円

（同116.6％増）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は81,247百万円となり、前連結会計年度末に比べ196百万円、0.2％

の減少となりました。これは、受取手形及び営業未収入金が653百万円増加した一方で、現金及び預金が205百万円、

有形固定資産が941百万円それぞれ減少したことが主な要因です。 

  負債は27,504百万円となり、前連結会計年度末に比べ276百万円、1.0％の減少となりました。これは、未払法人税

等が270百万円増加した一方で、支払手形及び営業未払金が384百万円減少したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の増加や為替換算調整勘定の減少等により53,743百万円となり、自己資本比率は63.5％となり

ました。 
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 （３）連結業績予想に関する定性的情報   

① 当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）の連結業績予想に対する達成状況 

 平成22年７月29日付の「平成23年３月期 第１四半期決算短信」において公表いたしました連結業績予想に対する

当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）の達成状況は、以下のとおりとなりました。 

（単位：百万円未満四捨五入）

  

 当第２四半期連結累計期間の業績は、第１四半期において中国向けのデジタル家電品や電子部品の貨物取扱量が想

定を上回るペースで増加したこと及び当第２四半期（３か月）において日本発の取扱量の伸びに停滞が見られたもの

の海外発の取扱量が安定していたことにより、概ね発表した予想通りの結果となりました。 

  

② 通期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の連結業績予想 

 平成22年７月29日に公表した通期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正

いたします。 

（単位：百万円未満四捨五入）

  

＜修正の理由＞ 

 下期につきましては、急激な円高の進行や欧米経済の先行き不透明感から日本発の輸出航空貨物の取扱量は一時的

に踊り場を迎えるものと見込まれます。また、航空会社は運賃再値上げを計画する一方で将来の航空貨物の需要増を

見込んで成田、羽田をはじめとした日本の主要空港からの増便、新路線の設置を予定しており、貨物量と輸送スペー

スの需給関係は先読みの難しい状況にあります。 

 このような状況の中で、中国や発展目覚しい新興国を抱えるアジアでは同地域内での荷動きが堅調に推移し、安定

的な貨物取扱量を確保できるものと見込んでおります。これらを踏まえ、通期の連結業績予想を上記のとおり修正い

たします。 

  

  
当第２四半期 
連結累計期間実績 

第２四半期 
連結累計期間予想 

達成率 通期予想 達成率 

営業収益  80,467  81,500 ％ 98.7  165,000 ％ 48.8

営業利益  3,011  3,000 ％ 100.4  5,400 ％ 55.8

経常利益  3,492  3,400 ％ 102.7  6,000 ％ 58.2

四半期（当期）純利益  2,142  2,100 ％ 102.0  3,800 ％ 56.4

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成22年７月29日発表) 

百万円 

 165,000

百万円 

 5,400

百万円 

 6,000

百万円 

 3,800

円 銭 

 90.11

 今回修正予想(B)  169,000  5,400  6,000  3,800  90.11

 増減額(B)-(A)  4,000  －  －  －  －

 増減率 2.4％  －  －  －  －

（参考）前期実績 

 （平成22年３月期）  123,453  2,310  3,325  1,545  36.63
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、且つ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、営業利益及び経常利益が０百万円、税金等調整前四半期純利益が12百万円それぞれ減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は14百万円であります。 

  

・連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

 従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったYusen Air & Sea Service (U.S.A.) Inc.他18社について

は、同日現在の財務諸表を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりまし

たが、Yusen Air & Sea Service (U.S.A.) Inc.他17社が決算日を12月31日から３月31日に変更したこと及び

PT. Yusen Air & Sea Service Indonesiaが四半期連結決算日現在で仮決算を実施したことにより、当第２四半期

連結累計期間は平成22年４月１日から平成22年９月30日までの６か月間を連結しております。 

 この変更に伴い、平成22年１月１日から平成22年３月31日までの損益は、利益剰余金の増加として調整しており

ます。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,158 18,363

受取手形及び営業未収入金 29,660 29,007

貯蔵品 31 33

繰延税金資産 760 732

その他 5,009 4,696

貸倒引当金 △142 △141

流動資産合計 53,476 52,690

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,372 17,851

減価償却累計額 △8,492 △8,261

建物及び構築物（純額） 8,880 9,590

機械装置及び運搬具 988 1,039

減価償却累計額 △744 △741

機械装置及び運搬具（純額） 244 298

工具、器具及び備品 4,221 4,255

減価償却累計額 △3,007 △2,935

工具、器具及び備品（純額） 1,214 1,320

土地 6,776 6,856

建設仮勘定 11 2

有形固定資産合計 17,125 18,066

無形固定資産   

のれん 8 12

その他 1,111 1,201

無形固定資産合計 1,119 1,213

投資その他の資産   

投資有価証券 2,611 2,609

繰延税金資産 2,298 2,261

その他 5,077 5,090

貸倒引当金 △459 △486

投資その他の資産合計 9,527 9,474

固定資産合計 27,771 28,753

資産合計 81,247 81,443

- 6 -

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成23年３月期　第２四半期決算短信



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 14,137 14,521

短期借入金 1,000 1,000

未払法人税等 832 562

繰延税金負債 7 8

賞与引当金 1,163 1,232

役員賞与引当金 21 －

資産除去債務 11 －

その他 4,036 4,139

流動負債合計 21,207 21,462

固定負債   

繰延税金負債 73 75

退職給付引当金 3,966 3,923

役員退職慰労引当金 331 358

独禁法関連引当金 1,728 1,728

負ののれん 3 5

資産除去債務 3 －

その他 193 229

固定負債合計 6,297 6,318

負債合計 27,504 27,780

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,812 4,812

利益剰余金 50,059 47,691

自己株式 △69 △68

株主資本合計 59,103 56,736

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 106 160

為替換算調整勘定 △7,598 △5,228

評価・換算差額等合計 △7,492 △5,068

少数株主持分 2,132 1,995

純資産合計 53,743 53,663

負債純資産合計 81,247 81,443
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業収益   

貨物運送業収益 50,658 78,553

旅行業収益 1,556 1,853

その他の事業収益 56 61

営業収益合計 52,270 80,467

営業原価   

貨物運送業原価 37,182 61,827

旅行業原価 124 106

その他の事業原価 452 444

営業原価合計 37,758 62,377

営業総利益 14,512 18,090

販売費及び一般管理費 14,387 15,079

営業利益 125 3,011

営業外収益   

受取利息 89 59

受取配当金 16 21

為替差益 333 221

持分法による投資利益 67 140

負ののれん償却額 1 1

その他 103 71

営業外収益合計 609 513

営業外費用   

支払利息 16 12

固定資産除却損 7 3

その他 15 17

営業外費用合計 38 32

経常利益 696 3,492

特別利益   

投資有価証券売却益 － 13

貸倒引当金戻入額 3 22

会員権売却益 － 5

特別利益合計 3 40

特別損失   

投資有価証券評価損 53 5

減損損失 136 －

会員権評価損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11

特別損失合計 189 16

税金等調整前四半期純利益 510 3,516

法人税等 141 1,104

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,412

少数株主利益 119 270

四半期純利益 250 2,142

- 8 -

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成23年３月期　第２四半期決算短信



該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

  前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分は役務の種類・性質の類似性を考慮し、区分しております。 
２．各区分に属する主要な事業の名称 

貨物運送事業 …… 航空運送代理店業、利用運送事業、通関業 
旅行事業   …… 一般旅行業、航空代理店業 
その他事業  …… 損害保険代理店業、金融業、不動産賃貸業、人材派遣業 

  

   〔所在地別セグメント情報〕   

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．地域区分は事業活動の相互関連性及び地理的接近度を考慮し、区分しております。 
２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

（1）北米…………………………………米国、カナダ 
（2）欧州…………………………………英国、ドイツ、フランス、イタリア、オランダ 
（3）東アジア……………………………中国、香港、台湾、韓国 
（4）南アジア・オセアニア……………シンガポール、インドネシア、オーストラリア、タイ、ベトナム、フィリピン、インド

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  
貨物運送事業
（百万円） 

旅行事業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

営業収益             

（１）外部顧客に対する営業収益 50,658 1,556 56  52,270  － 52,270

（２）セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
－ － 697  697  △697 －

計 50,658 1,556 753  52,967  △697 52,270

営業利益又は営業損失（△） △16 28 113  125  0 125

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
東アジア

（百万円）

南アジア・
オセアニア
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

営業収益                 

（１）外部顧客に対する営業収益  26,410  4,668  5,096  8,457  7,639  52,270  －  52,270

（２）セグメント間の内部営業収

益又は振替高 
 82  217  223  90  71  683  △683  －

計  26,492  4,885  5,319  8,547  7,710  52,953  △683  52,270

 営業利益又は営業損失（△）  268  △310  △464  238  395  127  △2  125

- 9 -

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成23年３月期　第２四半期決算短信



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主に貨物輸送サービスを提供しており、国内においては当社及び子会社が、海外においては米州、欧

州、東アジア及び南アジア・オセアニアの各地域において、米国法人、ドイツ法人、香港法人、シンガポール法人

等の主要国に設立された現地法人が担当しております。広範な地域に亘り国際物流サービスを提供するため、各法

人はそれぞれの地域本部が統括する事業戦略に基づき、活動を展開しております。 

 したがって、当社は、サービスの提供体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「米州」、「欧州」、「東アジア」及び「南アジア・オセアニア」の５つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）        

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△４百万円は、セグメント間取引消去であります。 

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客に対する営業収益  37,502  6,453  6,826  15,935  13,751  80,467  －  80,467

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 109  374  482  520  94  1,579  △1,579  －

計  37,611  6,827  7,308  16,455  13,845  82,046  △1,579  80,467

セグメント利益  549  364  239  1,007  856  3,015  △4  3,011

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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